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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書】（小学校）

都道府県名 青 森 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 十和田市立北園小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

２９学級数 ４ ４ ３ ３ ３ ４ １ ２２
児童数 １０２ １１５ １０６ １１３ １１１ １２４ ２ ６７２

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

子どもの側に立った指導法の工夫

２．研究内容と方法
実施学年・教科(1)

・３年生・算数
習熟度別授業との比較のために少人数指導を実施。

・４年生・算数
習熟度別授業との比較のために少人数指導を実施。

・５年生・算数
これまでの習熟度別学習の取り組みを継続する。

・６年生・算数
これまで習熟度別学習を実施しているため研究を継続する。

・全学年・１～２年 特別活動 ３～６年 総合的な学習の時間
国際理解教育における英語指導。

・５学年・算数
理解の遅れている子に対する個別指導。

年次ごとの計画(2)
○ テーマ

基礎学力の向上を目指した，個に応じた指導法の工夫。

○ 研究の見通し
・習熟度別指導で，個に応じた学習を行うことにより基礎学力の定着や発展

平 的な学習が可能となるのではないか。
成 ・少人数指導により、一人一人に目が行き届いたきめ細かな学習を行うこと
15 により学力がより定着するのではないか。
年 ・個別学習及び学習支援により，個に応じたきめ細かな指導を行うことに
度 より基礎基本が定着するのではないか。

・外部人材活用により興味関心を高め，違和感なく外国語に親しみ，異文
化理解を図ることができるのではないか。

○ 研究の内容・方法
・少人数学習と少人数による習熟度別学習での基礎基本の定着と指導のあ
り方について実践的に研究する。
・学習の遅れている児童に対する個別支援の指導のあり方についての実践
的に研究する。
・学年に応じた年間指導計画に基づいて計画的な英語学習をＡＬＴ・ＧＴ
活用を図りながら取り組む。
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○ テーマ
少人数や習熟度別学習における個に応じた指導の研究。

平 ○ 研究の見通し
成 ・児童の学習状況や到達度を基に，個に応じた指導を行うことにより，学習
16 の確かな定着が図られるのではないか。
年 ○ 研究の内容・方法
度 ・少人数指導や習熟度別指導の特性を生かし，子どもの側に立った一人一人

に応じた授業を展開する。
・理解の遅れている子や進んでいる子の双方を生かす単元構成や単位時間の
指導の工夫。

研究推進体制(3)

全体会

学力推進部 研修部

習熟度別指導 少人数指導 個別学習 英語教育

※フロンティア事業を校内研修と切り離し，学力推進部で実施する。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
◎少人数指導
・教材教具の同一化を図り，概ね同質の授業を実施することができた。
・指導のアンケートから，ほとんどの子が「よくわかった」と「楽しかった」とい
う感想を出している。

・日常の授業に比べると，個に応じた授業ができた。
・授業に関する打ち合わせが重要であった。

◎習熟度別指導
・普段の授業に比べると「よくわかった」という子が多い。また，アンケートでは
「楽しく授業できた」が多かった。

・授業記録を表にして確認することでそれぞれのグループの内容等がわかり，共通
理解を図ることができた。（５年）

・理解に時間がかかるグループの人数を減らすことによって，個に応じた指導がで
きる密度を高め理解が得られた。

◎英語学習
・歌やゲームを通して英語が身近になったし，楽しく学習できた。
・ＡＬＴとあまり抵抗なく接し，発音を気をつけて聞き，正確に覚えて使おうとし
ている。
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( )実践事例Ⅰ ４学年算数科少人数指導
１ 単元名 「分数」
２ 少人数指導のねらい
（１）少人数指導のねらい
・本校４学年はいずれも３７人以上の学級で、単位時間内での個別指導には時間的な余
裕がない。個々の学習状況に合わせて指導できるように学級人数を減らすことにより
個に応じた指導の時間を確保し、学力の定着を図る。

（２）編成について
・４学年は１学級３７～３８名の３学級で、これを５つの学級に再編成すると１学級あ
たりの人数は２２～２３名になる。このことによってきめ細かな指導と支援、そして
一人一人に応じた学習活動が元来の人数に比べて、より効果的に進めていくことがで
きると思われる。少人数指導の趣旨からすれば十数人の学級編成をしたいが、指導者
の人数に限りがあるので５学級編成とした。

（３）指導上の留意点
・習熟度別指導ではなく、単に少人数にしての指導なので、各学級での指導を同一にし、
基本的には全く同様の指導がなされるように配慮する必要がある。したがって、学
習内容、指導計画、教具等の同一化を図り、学級によって学習内容に違いが出ないよ
うに、そして、指導の差が表れることのないように配慮する。

（４）個別指導について
・今回の単元学習においては、研究の正確さを確保するため放課後等の個別指導をでき
るだけ廃し、授業の中で個別の指導を行うこととした。このため机間巡視を重視し、
一人一人のつまずきに対応しながら指導していく。

３ 少人数指導の実施内容について
（１）分け方

・３学級１１３名を３学年時の学力テストの結果をもとに機械的に５等分し５学級編
成とした。１学級は２２～２３人。また、生徒指導上の問題があれば一部変更する
予定だったが、特に問題がないと判断してそのまま実施した。

（２）授業の取り組みについて
・事前の教材研究により、単位時間の学習内容、ねらい等を確認し、同一の授業にな
るように配慮した。

・教具については同一の教具を５セット作成。
・単位時間ごとの留意点を事前に配布し、同一、同質の授業を行うことができるよう
に配慮した。

（３）事後の処理について
・単元終了後、自作テストを作成し習熟について診断する。
・少人数指導についてのアンケートを実施、改善を図る。
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問 題 別 正 答 率４年ドリカムタイム
問 番 発 問 内 容 正解者数 正 答 率 備 考
１ ① 水のかさ１／２ １００ ８８．５％ 目盛が不鮮明

② 水のかさ３／４ １０２ ９０．０％
③ 水のかさ３／８ １０３ ９１．２％

２ ① テープの長さ７／５ ８８ ７７．９％
② テープの長さ７／４ ７７ ６８．１％ ①の分母をそのまま

３ ① １ｍを５つに分けた３つ分 ９０ ７９．６％ 単位忘れ
４ ① １／４ の３つぶん １０４ ９２．０％ç
５ 数直線３／７ １０３ ９１．２％!

数直線９／７ ９７ ８５．８％"
６ ① 分数の仲間分け 真分数 ９６ ８５．０％

② 分数の仲間分け 仮分数 ９２ ８１．４％ 完答
７ ① 仮分数を整数・真分数に ４／３ １０４ ９２．０％

② 仮分数を整数・真分数に ７／５ １０４ ９２．０％
③ 仮分数を整数・真分数に１３／６ ９３ ８２．３％
④ 仮分数を整数・真分数に ７／７ １０８ ９５．６％
⑤ 仮分数を整数・真分数に 41／８ ９５ ８４．１％
⑥ 仮分数を整数・真分数に 27／９ １０２ ９０．０％

８ ① 帯分数を仮分数に １と１／４ １０５ ９２．９％
② 帯分数を仮分数に ２と１／３ １０３ ９１．２％
③ 帯分数を仮分数に １と６／７ １０１ ８９．４％
④ 帯分数を仮分数に ２と３／５ １０４ ９２．０％
⑤ 帯分数を仮分数に ３と５／６ ９８ ８６．７％
⑥ 帯分数を仮分数に ４と３／７ ９５ ８４．１％

９ ① 仮分数と帯分数の大きさ比べ ９７ ８５．８％
② 仮分数と帯分数の大きさ比べ ９９ ８７．６％
全平均 ８７．１％
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４学年少人数指導の考察
１．指導について
（１）授業の同一化
◎取り組み
・事前に単元全体の授業の流れを検討し、共通の教材、共通のプリントを使用した。
・１時間ごとに指導のポイントを配布し、指導の同一化を図った。
・板書計画および指導略案を配布し授業の同一化を図った。

◎考察
・事前の検討は重要だった。学級担任の３人で検討したので、５人で検討すべきだっ
た。事前の検討によって単元の授業の意図や流れ、ポイント等の具体的な共通理解
が得られた。終わって考えると事前検討は大きな意味をもっていた。

・単元全体にわたって同一の教具やプリントを使うことは授業の同一化の上で当然。
・単位時間ごとの指導のポイントは授業をする上で重要だった。ポイントで示すべき
内容を検討する必要がある。板書計画は学習内容部分においては同一だったが、ね
らい等の明示やまとめの取扱いについては曖昧な部分も多かった。

（２）授業における個別指導
◎取り組み
・少人数指導によって、個別指導の時間を確保し学習の確実な定着を図る。

◎考察
・それぞれが授業の中で個別指導を行っていたが、単位時間で個別指導する内容など
焦点化する必要があった。つまずきは個々それぞれだが、焦点化された部分におい
てどんなつまずきも解決するように重点化されたものを事前にふまえて授業するほ
うが効果的と考

える。

２．評価及び結果について
（１）授業における評価活動

・今回の学習では明確にしていなかったが、個別指導する内容を焦点化し、その内容
について具体的な教師の評価活動を展開することが望ましいのではないか。

・理解が進んでいる子に対する手だてが不足していた。発展問題等を準備したほうが
よかった。

・７時間を終了した時点で各授業者から、「７時間目の内容が豊富で、理解が不十分
になっている」という共通した意見が出された。検討し、８時間目の内容を一部変
更して行った。結果としてこのことが確実な定着につながっている。各時間毎に少
しでも授業内容、習熟の様子などの情報交換をしていく必要がある。

（２）テスト結果から
・少人数指導の欠点に学級差が生じる問題がある。事前に学級差が出ないように授業
の同一化を図ったが、反省にもあるとおり個別指導の内容を焦点化していなかった
ため、詳細な部分で差が生じている。テスト結果からは約１３点の学級差が生じて
いる。平均点は約８７点であった。比較材料はないが全体的に見ると満足のいく理
解があったと思われる。しかし、８０点以下が２４人、うち６０点以下が９人であ
った。少人数指導における底上げを図ることを考えると、さらに個別指導に重点を
当てて考える必要がある。それでも、学級担任の感想からは日常の授業と比べると
確かに効果が認められるという実感がある。そのように考えると少人数指導は効果
的であることは間違いなく、より効果的な少人数指導を模索していく価値が認めら
れる。

・問題別に見ると、技能表現に関しては９割程度の正答率がある。知識理解について
は理解しているものの単純ミス（単位を忘れている）によって正答率が下がってい
る。数学的な考え方についても正答率が高く、特に帯分数と仮分数の大きさの比較
の問題も９割近い正答率を示している。この点については予想以上に高かった。

・知識理解で「分母」｢分子｣「帯分数」｢仮分数｣「真分数」等の語句の理解に不安を
覚える児童がいた。わずかではあるが結果に表れている。

３．アンケートの結果から
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◎児童用アンケート
・普段の算数と比べてよくわかったと回答した児童が６７％、まあまあよかった児童
が２６％だったことを考えると、少人数は効果的だったと思われる。また、記述部
分でわかりやすかったと答えている子が３０人もいたことからも同じことが言える。

・少人数指導において特に効果が認められたのは、わかりやすさと学習の楽しさ、そ
して聞く態度に表れた。挙手については大きな効果が見られない。

◎教師用アンケート
・評価の観点が今後の課題
・協力を得た先生方には児童の実態がわからない点がハンデになっている。
・学級外の子とたくさん触れ合う機会になった。
・少人数指導は教師の力量が試されると改めて感じた。

４．今後の方向
◎継続する内容
（１）事前の打ち合わせは重要。
（２）教具、プリント、板書等の同一化。
（３）各単位時間の指導のポイント作成。
（４）単元学習中に問題が生じたら話し合い修正を加える等、柔軟に対応する。
◎改善する内容
（１）事前の打ち合わせは授業者全員で行い、授業の概要等を確認する。
（２）指導のポイントに単位時間の個別指導の内容等を明示する。また、ねらいやまと

め等の板書も明確にする。
（３）理解が進んでいる子に対する手だて。
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( )実践事例Ⅱ ６学年算数科習熟度別指導
１ 単元名 「体積」
２ 習熟度別指導のねらい
（１）習熟度別指導のねらい
・算数の習熟度に差があり、開きを感じる。個々の学習状況に合わせて指導できるよう、
習熟度別にクラスを編成することで学力の定着を図る。

（２）編成について
・６学年は１学級３０～３２名の４学級で、学年全体で１２５名である。これを５つの
コースに再編成する。上から順に約４０名クラス、約３０名クラス、約２５名クラス、
約２０名クラス、約１０名クラスの５クラスで編成する。詳細を下の表に示す。

（３）指導上の留意点
・習熟度別であるので、能力差がはっきりでてしまう。そこから生まれる、劣等感や優
越感を感じさせないような支援が最も重要である。子どもたちには、自分の能力にあ
ったコースで学習することの有用性、単元によって生じる個人の習熟の差異を常々、
説明する必要がある。そこから、習熟度別のよさを子どもたちに理解させることが重
要である。また、コース名から能力差を連想しないよう、習熟度とは全く関係のない
ユニークな名前をコース名に付けるようにしている。

・少人数指導とは異なり、各コースによって進度がちがい、指導方法も変わってくる。
応用・発展１では、基礎、基本を短時間で押さえたあと、応用問題を解く力をつける
時間を設ける。また、逆に、基礎・基本３では、教科書の内容を中心に指導するもの
の、定着がなされていないと思えば、下学年の内容に立ち返りながら指導を進めてい
る。

（４）個別指導について
・どのコースでも、授業の中でつまずきがある子に対しては、個別指導を行っている。
必然的に、１クラスの人数が少なくなるにつれて個別指導の密度が増し、習熟度の目
的に合致している。

３ 習熟度別指導の実施内容について
（１）分け方

・単元開始前に、予備テストを実施しその結果をもとにコース分けを行う。予備テス
トは、その単元に関わる下学年の内容のものを用いる。また、同学年に指導した内
容で、その単元に関わる場合は、そのテスト結果を用いる場合もある。単純に、テ
ストの結果だけでなく、子どもの多面的な様子も考慮してコース分けを行う。

（２）授業の取り組みについて
・事前の教材研究により、各習熟度別コースに合うような指導計画を立てた。
・教具については、そのコースに合ったものを利用するよう配慮した。
・それぞれのコースで進度はちがうが、単元終了の日はそろえ、テストは普段の学級
にもどり、一斉に実施した。

（３）事後の処理について
・単元終了後テストを実施し、指導法の改善や習熟の様子を診断する。
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４．指導計画（１１時間扱い）
次 時数 単位時間のねらい 学習活動 A・B C・D E

① ① ①第 Ⅰ ◇直方体の大きさを数値化する方法 ・直方体の大きさ比べ
１ を考え、体積の概念を理解して、 による数値化への動
次 単位 を知る。 機づけà

・体積の概念と体積の
à単位

② ② ②Ⅱ ◇直方体や立方体の体積を計算で求 ・直方体・立方体の体
める方法を考え、直方体や立方体 積の公式と求積
の体積を求める公式を理解して公
式を用いて体積を求めることがで
きる。

③ ③ ③第 Ⅲ ◇ の単位を知り、 と との関係 ・大きな体積の単位â â à â
２ を理解する。 と、 と の関係 本時 本時 本時à â

④ ④次 Ⅳ ◇体積の公式を使って、辺の長さが ・小数値の場合の体積
小数値の場合の直方体や立方体の の求積
体積を求めることができる。

④ ⑤ ⑤Ⅴ ◇Ｌ字型などの立体の体積を工夫し ・複合図形の体積の工
て考え、求めることができる。 夫した求積

⑤ ⑥ ⑥Ⅵ 練習 ・体積を求める問題
⑥ ⑦ ⑦第 Ⅶ ◇概形をとらえ、およその面積や体 ・身の回りのものの面

３ 積を求めることができる。 積や体積の概測
⑧ ⑧次 Ⅷ ◇身の周りにある入れ物の概形をと ・身の回りのものの体

らえ直方体としてとらえ、入る水 積の概測
ç ç àの体積を求める活動を通して、 、 １ ＝１０００

ã â ã àと との関係を知る。 １ ＝１
⑦ ⑨ ⑨Ⅸ 基本のたしかめ ・基本のたしかめ、

〈やってみよう〉
⑩Ⅹ 復習 ・速さ、分数の加減、

体積
⑧ ⑩＊ 体積基本問題プリント ・まとめのプリント
⑨＊ 体積基本補充プリント ・ステップ１
⑩＊ 体積発展プリント ・ステップ２
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６学年習熟度別指導の考察
１．指導について
（１）コース分け
◎取り組み
・予備テストの結果から習熟度別のコース分け
・クラス分けの点数基準

◎考察
・本単元では、面積の予備テストと立体のテストの２つのテスト結果を合計したもの
を参考にした。
その単元に関わる習熟度を見るには、最適な手段であると考える。また、人数配分
の都合上、同じ点数であっても、コースが違うこともあり得る。その場合は、その
子の多面的な力を判断し、コース分けを行った。

・人数配分は、その単元ごとに学年全体のテスト結果をみながら適当な所で基準を設
定し、クラス分けを行っている。本単元の予備テストは、比較的簡単であったよう
に思われる。

（２）授業における工夫
◎取り組み
・各習熟度別の能力にあった活動案の作成
・コースにあった進度と補充プリント
・テストの一斉開始

◎考察
・応用・発展１、応用・発展２では、基礎・基本を手短に、素早く押さえながら早く
進み、余った時間を活用してプリント学習の時間を十分確保するようにしている。
意欲的な学習態度が見られた。

・基礎・基本３では、具体物を取り入れた操作活動や視覚的、体験的な学習活動を取
り入れている。苦手意識を持たせず、より密な個別指導を取り組んだ結果が、テス
ト結果にも表れている。

・発展プリントがあまり難しく、消化できず、困惑する児童も見られる。プリントの
選別、その児童の能力にあったプリントも準備する必要があると思われる。

・単元終了後のテストは、実施日をそろえるよう配慮した。そのため、テストの日を
決め、それまでにどのコースも終われるよう、互いに協力することが重要である。

３．今後の方向
◎継続する内容
（１）予備テストの実施
（２）コース別にあった単元計画と活動案
（３）個別指導の充実
◎改善する内容
（１）発展プリントのあり方
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コース分けの概要とテスト結果
立体 面積予備テ 予備テストと№ 児童名 合 計 クラス 体積テスト
テスト スト の比較

１ ９５ ９０ ９２.５ ９５ ↑ ２.５Ｂ
２ ７５ ８０ ７７.５ ９０ ↑１２.５Ｃ
３ ６５ ６０ ６２.５ １００ ↑３７.５Ｄ
４ ６５ ５５ ６０ ７５ ↑１５.０Ｄ
５ １００ １００ １００ １００ → ０.０Ａ
６ ９５ １００ ９７.５ １００ ↑ ２.５Ａ
７ ９５ ９０ ９２.５ ９５ ↑ ２.５Ｂ
８ ９５ ８０ ８７.５ ９５ ↑ ７.５Ｂ
９ ９０ ９０ ９０ ７５ ↑１５.０Ｂ
１０ ７０ ９０ ８０ ８０ → ０.０Ｃ
１１ ７５ ６５ ７０ ８５ ↑１５.０Ｃ
１２ １００ １００ １００ ９０ ↓１０.０Ａ
１３ ２０ ５ １２.５ ５０ ↑３７.５Ｅ
１４ ７５ ８０ ７７.５ １００ ↑２２.５Ｃ
１５ ９０ ９０ ９０ ９５ ↑ ５.０Ｂ
１６ ９５ １００ ９７.５ １００ ↑ ２.５Ａ
１７ ９５ ７０ ８２.５ ９０ ↑１２.５Ｂ
１８ ９５ ７０ ８２.５ ８０ ↓ ２.５Ｂ
１９ ７５ ８５ ８０ ８０ → ０.０Ｃ
２０ ９５ ９０ ８２.５ ８５ ↑ ２.５Ｂ
２１ ９５ ９０ ８２.５ ９５ ↑１７.５Ｂ
２２ ７０ ８５ ７７.５ ８５ ↑ ７.５Ｃ
２３ ７０ ９５ ８２.５ ９０ ↑ ７.５Ｂ
２４ ９５ １００ ９７.５ １００ ↑ ２.５Ａ
２５ ９０ ６０ ７５ ８５ ↑１０.０Ｃ
２６ １００ １００ １００ １００ → ０.０Ａ
２７ ９５ １００ ９７.５ ９５ ↓ ２.５Ａ
２８ ９５ ５５ ７５ ８０ ↑ ５.０Ｃ
２９ ８０ ５０ ６５ ９５ ↑３０.０Ｄ
３０ ３０ ３０ ３０ ８０ ↑５０.０Ｅ
３１ ７０ ９０ ８０ １００ ↑２０.０Ｃ

Ａ…１００～９５ イギリスコース ７人
Ｂ…９０～８０ 鹿児島コース １０人
Ｃ…７５～７０ 常磐ハワイコース ９人
Ｄ…６５～４５ オーストラリアコース ３人
Ｅ…４０～０ バリコース ２人

２．今後の課題
◎少人数指導
・事前の打ち合わせで単元の流れや，単位時間における個別指導を焦点化する必要が
ある。

・理解が進んだ子に対する単位時間内の手だてを考える必要がある。
・指導に生かす評価の仕方を考える必要がある。
◎習熟度別指導
・互いの授業進度や問題点を情報交換しながら授業していく必要がある。
・単元始めの打ち合わせを持ち，指導計画等の共通理解を図る必要がある。
・上位グループの課題設定や練習問題について工夫する必要がある。
◎１５年度の研究は少人数指導と習熟度別指導，個別指導，英語教育と多岐にわたっ
ていたため焦点化しにくい面が見られた。また，分野が広く研究の一貫性が難しい
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ところがあった。今後，研究の焦点化を図っていく必要がある。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
・各単元終了後の各学年ごとのテスト
・学力検査

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及
・市内各校及び関係各機関への資料冊子の配布。
・平成１６年度に公開発表。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可）

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校□

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級□ □
１３～１８学級 １９～２４学級□
２５学級以上□

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導□
一部教科担任制 その他□ □

【研究教科】 国語 社会 算数 理科□ □ □
生活 音楽 図画工作 家庭□ □ □ □
体育 その他□ □

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無□
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